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「雑がみ」と「鉄くず」の
品⽬拡⼤をした時期について

4 ⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉
雑がみ 66 14 8 2
鉄くず 48 18 10 3

町内会・⾃治会の
「雑がみ」と「鉄くず」の拡⼤状況

町内会・⾃治会

両⽅を拡⼤ 75

雑がみのみ拡⼤ 15

鉄くずのみ拡⼤ ４

拡⼤していない 18

合計 112

【回収品⽬の拡⼤についての意⾒】
� 雑がみの分類の⼿間が省け、出し⽅も楽になった。
� 家庭から出るごみが減り、集団資源回収の資源量が増えた。
� 鉄くずの回収量が格段に増え、奨励⾦が増えた。
� ⾃転⾞等を資源として出せることで、⼤型ごみの⼿数料300円がかからなくなり良かった。
� 不法投棄がなくなった

【発⾏責任者】公益財団法⼈ちとせ環境と緑の財団 理事⻑ 五島 洋⼦ ℡ 0123-26-1213

「雑がみ」や「鉄くず」の回収品⽬の拡⼤から４ヶ⽉が経過し、拡⼤状況
を把握するため、集団資源回収を⾏っている141団体（町内会・⾃治会
132及び団体９）に、品⽬拡⼤に関するアンケート調査を実施し、119
団体から回答がありました。
町内会・⾃治会については、112団体から回答があり、約84％の町内

会・⾃治会が「雑がみ」と「鉄くず」の両⽅もしくはどちらか⼀⽅を拡⼤してお
り、多くの町内会・⾃治会が回収品⽬拡⼤を⾏っています。また、どちらか
⼀⽅しか回収していない19団体、拡⼤していない18団体についても、今
後、拡⼤を検討している町内会・⾃治会があり、さらに、回収品⽬の拡⼤
が⾒込まれます。
回収品⽬を拡⼤した時期については、多くの町内会・⾃治会が4⽉から

5⽉までに、回収事業者と調整し、実施しています。
なお、回収品⽬拡⼤については、下記のとおりの意⾒が寄せられました。

【集積所に持ち込まれた⼤きな鉄くず（桜⽊町内会）】 【資源庫に持ち込まれた雑がみ（⾼台町内会）】
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� 防⽔加⼯された紙（ヨーグルトやカップ麺の紙製容器、紙コップ・紙⽫など）
古紙処理⼯程で繊維状に分解できず、製紙の原料となりません。

� 感光紙（写真⽤印画紙等）
古紙処理⼯程で繊維状に分解できず、製紙の原料となりません。

� コーティングされた紙
紙ではない成分が含まれ、樹脂⽚などが取り除けず、製紙の原料となりません。

� 匂いがついた紙（洗剤や線⾹の紙箱、トイレットペーパーの芯）
古紙処理⼯程で完全に脱臭することができず、製紙の原料となりません。

� 汚れた紙（油のついた紙、使⽤済みのティッシュ・キッチンペーパーなど）
衛生上の問題があり、製紙の原料となりません。

� 粘着物がついた紙（圧着はがき、シール⽤紙など）
のりが完全に取り除けず、製紙の原料となりません。

� 感熱紙（レシート、FAX ロール紙）
特殊なインクを完全に取り除けず、製紙の原料となりません。

� カーボン紙（宅配便の送り状など）
特殊なインクを完全に取り除けず、製紙の原料となりません。

� シュレッダーで裁断した紙
紙の繊維が短く裁断されてしまうので、製紙の原料となりません。

� 昇華転写紙（アイロンプリント紙など）
・古紙処理⼯程でインクが取り除けず、製紙の原料となりません。
・カバンや靴などを購⼊した時に、型崩れなどを防⽌するための紙の詰物は、使用済みの昇華転写
紙の場合があるため、同じく製紙の原料となりません。

※雑がみに出せない紙類は、「燃やせるごみ」に出して下さい。

� 危険物（鋭利な刃がついたものなど）
包丁、ナイフ、はさみ、鎌、釘、のこぎりの刃、画びょう、カッターの刃、針（裁縫⽤など）、ドリルの刃、
ナタの刃、つるはし、カンナの刃、斧の刃、ノミの刃、スプレー⽸、カセットボンベ、ガソリン携⾏⽸
※回収の際にけがや事故の恐れがあるため、これらの危険物は出せません。

※鋭利な刃や刃がついたものは、紙などに包んで「キケン」と書いて、指定の「燃やせないごみ」の袋に
⼊れ、「燃やせないごみ」の袋にも「キケン」と書いて出して下さい。
※スプレー⽸、カセットボンベは、⽳を開けずに「有害ごみ」に出して下さい。
※ガソリン携⾏⽸は、中を空にして、指定の「燃やせないごみ」の袋に⼊れて出して下さい。

鉄くずとして回収できない



資源回収は町内会の女性部が担当しており、クリーンアップ推進員も順番に選
ばれています。資源回収は、拠点回収⽅式で78世帯が順番に⽉５名の当番制
で、５時半に回収場所の設営、7時までに分別の確認、回収事業者のトラックへ
の積み込みを⾏います。最近は、女性の代わりに男性が来てくれるので助かってい
ます。資源回収の収益⾦で、ごみ袋の配布やイベント等を開催しています。資源
回収は、町内会のコミュニケーションの場となっています。

東⾼台町内会は⾼台６丁⽬で構成され、130世帯あり、町内会加⼊世帯は
86世帯で、60歳以上が53名、その内仕事をしていない⼀⼈暮らしが９名います。

資源庫に資源物を運ぶことが困難な世帯には、電話をもらい、都合に合わせて
回収に出向いています。資源回収は順番制で担当を決め、⽉１回発⾏する町内
会便りに手伝ってくれた⼈の名前を掲載し、そして、担当者以外にも手伝ってもらえ
る様に働きかけるほか、毎年10⽉頃に各世帯にごみ袋を配布しています。

また、狭い資源庫でも上手く⼊る様に、段ボールの大きさを揃えるといった⼯夫を
しています。

平成30年６⽉26⽇(⽕)に⾏われた第２回クリーンアップ推進員会議(48名参加)で、４町内会の集団資源回
収の事例発表が⾏われました。

⽂京町内会・・・菊地 真美さん

梅ヶ丘１丁⽬町内会・・・松本 妙子さん

東⾼台町内会・・・重留 光正さん

ごみステーション横に
資源回収箱が設置されています。

あずさ町内会・・・⻄⼭ 茂男さん

⽂京町内会では、平成28年より町内会の環境部が中⼼となり、「クリーン＆エ
コクラブ」を結成し、春と秋の大掃除や集団資源回収の空き⽸回収活動を⾏い、
ごみの減量に取り組んできました。平成30年度からは「ちょこっとサポートクラブ」と
なり、町内会の環境とイベントの活動を⾏っています。

町内会では、ごみステーションの横に集団資源回収の空き⽸専⽤かご等を39
箇所設置し、いつでも気軽に空き⽸を出せる様にし、「ちょこっとサポートクラブ」の
会員が回収しています。鉄くずは、鉄くず置き場に出しますが、持ち込むのが困難
な⽅などは連絡をもらい、回収に出向いています。

戸別回収と資源庫回収の併⽤が回収率アップに繋がっていると考えています。
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【フリーマーケット】 【⾷マルシェ】 【野菜マルシェ】【フラメンコ】

【おもちゃ等が当たるじゃんけん⼤会】【リサイクル家具等無料抽選会】 【リサイクル⾃転⾞無料抽選会】

子どもの頃から、リサイクルの意識を持つ必要性を学んでもらうため、⼩学校３
〜６年生を対象に、新規事業「リサイクルとECO体験ツアー」を実施しました。

札幌市環境プラザでは、買物ゲームを通じて環境に配慮したものを選ぶことの
大切さを体験し、株式会社マテック⽯狩第２ELV解体⼯場では、解体された⾃
動⾞からまだ使える部品を取り外し、リサイクルしている様子を⾒学しました。

見学先

第37回リサイクルフェスティバルは、天候に恵まれ、来場者数が5,357⼈と大盛況
でした。

今回はリサイクル⾃転⾞・家具無料抽選会のほかに、新たに、「フリーマーケット」、
飲⾷物・デザート等の販売を⾏う「⾷マルシェ」、野菜・果物等の販売を⾏う「野菜マ
ルシェ」、「おもちゃ等が当たるじゃんけん大会」などの新たなイベントが加わり、また、オ
ープニングでは、子どもたちの笑顔はじけるキッズチアダンス、その他の時間帯でも観覧
している⽅からの掛け声とともに華麗に舞うフラメンコなどステージイベントが華を添え、
これまで以上に来場者が楽しめるイベントとなりました。

協賛・協⼒いただいたみなさま、ありがとうございました。【キッズチアダンス】

【買物ゲームの様⼦】 【⾃動⾞解体のラインを⾒学】【⾃動⾞の内部を間近で確認】

印刷協⼒：株式会社カミノ


